
「こういうわけで、このように多くの証人た
ちが、雲のように私たちを取り巻いているので
すから、私たちも、いっさいの重荷とまつわり
つく罪とを捨てて、私たちの前に置かれている
競争を忍耐をもって走り続けようではありませ
んか。」（へブル 12:1）

私は、1975 年に浜田山時代の聖書神学舎を卒
業した者であり（第 16 期生）、十年ほど前から
舟喜信先生の跡を継いで新潟から通って日本キ
リスト教史を教えております。
最近二つの作業を通して、戦後の日本の福音
派の歩みの中で聖書神学舎が果たしてきた役割
を考えております。一つは、私が今秋にいのち
のことば社から出版予定の『日本プロテスタン
ト神学校及び神学教育の歴史』です。これは戦
前・戦後日本に存在したすべての神学校とその
教育の歴史をまとめたもので、その中で聖書神
学舎の歴史と教育について三頁ほどにまとめま
した。
もう一つは、今改訂作業がなされている『日
本キリスト教歴史大事典』（教文館）のために、
聖書神学舎関係の先生方の項目の執筆を依頼さ
れたことです。舟喜順一師、舟喜信師、井出定
治師、島田福安師、岳藤豪希師についてまとめ
ています。その肉声に触れ、じかに御薫陶をい
ただいた先生方について、事典に歴史上の人物
として客観的に執筆するのは、いささか複雑な
思いです。
こうした作業を通して、聖書神学舎は戦後の
福音派の歩みの中でどのような役割を果たして
きたのかと考えました。聖書神学舎が 1958 年
に開校した時、創立に関わった方々によって「日
本の教会に祈られ、支えられ、仕え、日本の教
会のために卒業生を送り出す」という基本路線
が強調されています。日本の福音派、しかも特
定の教派やミッションを母体としない超教派の
神学校としては当然と言うべき理念ですが、今
振り返る時そのことを大切に守ってきたからこ
そ今日まで続いてきたと言えると思います。

戦後の福音派は日本
福音同盟を主軸として
活動し、五回の日本伝
道会議を中心として、
歴史を刻んできました。
そうした中で、私の
見た範囲では、舟喜順
一先生はじめ先生方や
卒業生の多くは、その
先頭に立って号令をかけるような存在ではな
かったように思います。
1970 年代から 80 年代にかけて、福音派の神
学校関係で三校合同問題やＡТＡ（アジア神学
校協議会）による神学校間の協力という動きが
脚光をあびた時、結果として神学舎はそれらに
は加わらずに自主独立路線を歩み、文部行政の
恩恵を受けない宗教法人化への道を最終的に選
び取りました。
しかしこの頃福音派で大きな課題となった聖
書論論争において、舟喜順一先生、後藤茂光先
生等聖書神学舎の先生方がＪＰＣや福音主義神
学会その他で無誤性の教理を守る妥協なき戦い
をされていたことを思い起こします。こうした
神学舎の存在は、ある方々から見れば純粋では
あるが孤高であり、融通がきかず、水準が高す
ぎるという批判を受けたかもしれません。しか
し創立以来今までぶれることなく、「聖書信仰
という不動の原点をしっかり保持し、次世代に
伝え」（後藤茂光師の言葉）て来たところに、
神学舎の役割と使命があると思います。
今時代の変化に伴い、憲法を改悪しようとい
う動きが活発になってきました。同様に聖書観
についても、もっと柔軟に幅広く解釈してもい
いのではないかという傾向も見られます。しか
し今放映されているＮＨＫの大河ドラマ「八重
の桜」のキャッチフレーズではありませんが、
「ならぬものは、ならぬのです！」と、福音主
義の不動の原点である聖書信仰をこれからも高
くかかげ、守り、発信していく、そこに聖書神
学舎の存在意義があると思います。

巻　頭　言
「戦後の福音派と聖書神学舎の役割」

－聖書信仰を高くかかげて－
新潟聖書学院院長　中 村  敏
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聖書宣教会 校長　鞭 木 　由 行

聖 書 神 学 舎 か ら

いつも聖書神学舎を祈りの内に支えてくださっ
ている皆様へ。
いかがお過ごしでしょうか。近頃は東西であ

まりにも天候が違いすぎるので、時候の挨拶に
困ります。八月に入り、関東は一気に気温が上
がり『猛暑』ですが、一方では『経験したこと
のない大雨』で被災した地域もあります。皆様
の地域では如何でしょうか。夏期調整期間を終
えて、ふたたび皆様へ通信を差し上げる時期と
なりました。この通信がお手元に届く頃には、
神学舎の歩みは、すでに前期の歩みを再開して
いることでしょう。
さて、夏期調整期間に入る前に、今年も特別

講義（6/5～6）と集中講義（6/17～22）が持た
れました。今年の特別講義には「自然科学から
考える原発とキリスト教」と題して聖契神学校
の関野先生に二日間講義をしていただきました。
折良く JEA の神学委員会が出版した『原発と

私たちの責任』（いのちのことば社・二一世紀ブッ
クレット）をテキストに、時宜にかなった良い
学びをすることができて感謝でした。
●夏期研修講座他
夏の二つの恒例行事である「夏期研修講座」

（7 月 2 日～4 日）と「教会音楽夏期講習会」（7
月 25 日～27 日）とは、それぞれが祝福を経験
する時となりました。前者は奥多摩福音の家で
説教と説教者の問題を「みことばから」考えま
した。今も卒業生の多くが、この問題に真剣に
取り組み、葛藤し続けていることを知らされ励
まされたことです。牧師である限り追求し続け
なければならない課題であり、それを止めたと
きから教会の衰退が始まっていくことと思わさ
れています。みことばへの真摯な取り組みは、
神学校を卒業したばかりの時には見られても、
それを数十年間の牧会活動の中で、最後まで一
貫して維持し続けていくことはどんなに困難な
ことでしょうか。私自身、今回の研修会の準備
をしながら預言者エレミヤの姿勢に正される思
いがしました。「いったいだれが、主の会議につ
らなり、主のことばを見聞きしたか。」私たちは
主の会議に出席して、直接主のみことばを聞か
なければならない者であり、その上で主は私た

ちに「わたしのことばを聞く者は、 わたしのこ
とばを忠実に語らなければならない。 麦はわら
と何のかかわりがあろうか。」と問われているお
方です。みことばがみことばであることを再確
認し、その責任の大きさを覚えさせられる研修
会でした。
●研修生の状況
夏期の研修講座や夏期講習が教師たちの課題

であるとすれば、研修生の大きな課題はキャラ
バン伝道実習です。今年は猛暑の中ですが、そ
れとは直接ぶつからず、三箇所にてキャラバン
伝道を実施することができました。一つのグルー
プは、岩手県での被災地復興活動のお手伝いに
向かいました。他の二つのグループは、奈良県
と熊本県で、現地の教会を助けつつ、それぞれ
の伝道活動を行うことができました。毎年この
ようなキャラバン伝道隊を受け入れてくださる
教会を募集しています。貴教会からもぜひお招
きいただきたいと願っています。このキャラバ
ン伝道は一、二年生の課題ですが、卒業を控え
た研修生にとっては、卒論や卒研に多くの時間
をさくことができる最後のチャンスです。
そして、卒業後の具体的な進路について導き

を求めて行かなければならない時期です。それ
ぞれがふさわしい働きの場へと導かれていくよ
うにお祈りください。前期は、8月29日が帰寮日、
そして、31 日から授業が再開いたします。ひと
りひとりの学びと今後のためにお祈りください。
●最近の祈り
最近の異常気象についてはすでに触れました

が、今夏は政治的にも危機を迎えました。7 月
21 日の参院選の結果を受けて、すでに多方面か
ら改憲への危惧の声が上がっています。それも
大きな祈りの課題ですが、経済が上向きになる
なら、多少のことは目をつぶって投票する大多
数の国民の体質も問題です。また原発事故が一
向に収束しない現実を見ながら、エネルギー政
策を大転換することには消極的に、むしろ自分
の利権維持のために目先の利益を優先して国の
あるべき形を一向に示さない政治家のために、
祈りを新たにしなければならないと思わされて
います。
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2013年度夏期伝道実習の報告とあかし

ともしび聖書キャンプ場（熊本県）
日程：7月 11日（木）～23日（火）
参加者：輪田 豊、末𠮷 文、髙野 望

　約十日間の旅は私たちの期待をはるかに越え
た、感謝で満ちたものになりました。
　子供キャンプから始まり、松崎牧師の教誨師と
しての働きの見学（少年院）、熊本の地域の青年
たち、また島原のゴスペル隊の皆さんとの交わり
やあかしの分かち合い、礼拝での説教や特別賛美
など、実に多くの方々との出会いに恵まれ、様々
な奉仕をさせていただきました。キャンプでは遠
くからも子供たちが集められ、豊かな自然の中で
のびのびと遊び、聖書の話を真剣に聞く子供たち
の姿がありました。「この子供たちがまことの創
造主を知るように。」私たちは心からそう祈りま
した。また、九州各地から奉仕者が大勢来られる
のを見て、多くの方々／教会の祈りと助けによっ
て運営されている、その祝福に満ちたキャンプ場
のあり方に感動しました。
　多くの方々に祈られ、助けられた旅。共に主の
恵みを多く分かち合った旅。全てを備え、この旅
を豊かに祝福してくださった主に心からの感謝を
捧げます。（髙野）

キャラバン委員長　田中  秀亮
　キャラバン伝道実習のためにお祈りくださった皆様、キャラバンチームを受け入れてくださった関係者
皆様に心より感謝申し上げます。
　今年度は第一ペテロ 3 章 11 節から「神があがめられるために」というテーマを掲げ、岩手、奈良、熊
本に 3 チームを派遣しました。被災地支援における宣教、超教派キャンプ場をもつ青少年の世代への宣教、
地域教会の宣教と様々な角度から日本の宣教を見て、またそれに携わる機会が与えられました。私たちの
学びはとかく机上に終始しやすいので、宣教の現場に身を置くことができたのはとても有意義な経験でし
た。それぞれが得たものを日々の学びの中でさらに深めながら、神をあがめる者としてふさわしく整えら
れていくことを願っています。

ひで あき

いっぽいっぽ釜石・大槌（岩手県）
日程：７月 15日（月）～21日（日）
参加者：田中秀亮、前原将太、依藤 慎太郎

　私たちは岩手県の釜石市で、被災地支援活動を
する「いっぽいっぽ釜石・大槌」を訪ねました。
　福音の全人格的な豊かさを体現する働きにわず
かでも与りたい。それがチームの祈りでした。現
地では代表の高橋和義先生も「外来者だからこそ
出来る支援がある。キリストのかおりと愛をもっ
て地域に寄り添いたい」と奉仕の心を整えてくだ
さいました。
　具体的な活動は、午前中は仮設団地の談話室に
て、茶菓を用意しつつお話を伺う「お茶っ子サロ
ン」。午後は児童たちの学習支援でした。高齢の
方々の被災体験に祈りつつ傾聴し、懐メロ（!?）
や讃美歌を共に歌いました。子供たちの宿題を手
伝い、その後は一緒に全力で駆けっこしました。
　共に泣き、共に笑う体験を通し、傷んだ地での
福音の体現に悩みつつ、その実践を試みました。
　最終日は内陸の水沢聖書バプテスト教会の礼拝
にて、「教会の姿（使徒 2:43～47）｣が説教され、
まさにキャラバンの意義を確かめ主を崇めまし
た。（依藤）
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奈良福音自由教会
日程：7月 22日（月）～29日（月）
参加者：小幡 塁、髙宗昭雄、横田 真理恵

　「一体感がないね～」、出発時のチーム写真を
撮ってくれた先輩に言われた一言である。確かに、
奈良チームは三者三様。研修生最年少、最年長と、
その間という一見何の共通点もない三人がチーム
となった。
　しかし、私達が遣わされた奈良福音自由教会は
この「一体感」という言葉がしっくりくる教会だっ
た。滞在中に、「夏祭り」という子供向けの伝道
イベントが行なわれた。多くの教会では、CS 教
師が主にもしくはほとんど労を担うであろうイベ
ントだ。この教会ではあらゆる世代の方達がこの
イベントを支え、一体となって動いていた。地域
の子供達への伝道をそれぞれ自分の重荷として

担っている印象を受けた。
　奉仕としては、チラシ配布に始まり、教会学校、
礼拝説教、「夏祭り」での寸劇等させていただいた。
　私達も見た目の一体感の無さとは裏腹に、それ
ぞれの違う賜物を用い、お互いに仕え合うことで
結果的に一体感があるチームになったと感じる。
（小幡）

野上  綾男（西成めぐみ教会）
釜ヶ崎に遣わされて 23 年になります。釜ヶ崎には百年を超える歴史があり、戦後スラムから寄せ場（日

雇労働者市場）に姿を変えてきました。産業構造の変化に伴い多くの失業者が、また近年は不況下にリス

トラされた人たち、心を病んだ人たち、また家庭崩壊等で居場所を失った人たちが、仕事や避難所を求め

て釜ヶ崎に来ています。この地域は単身・男性・高齢者の街で、共同性が失われていて、多くの人たちは

郷里との関係を断っているので、孤立した孤独な生活になっています。釜ヶ崎は被差別地域ですが、日雇

労働により自活する人たち、社会保障で生活が支えられている人たち、そして野宿でシェルターや炊き出

しの利用を余儀なくされている人たちの相互の間にも、格差と差別があります。

私は高校在学中に釜ヶ崎の実状を知る機会があり、その後、釜ヶ崎での福祉と宣教の働きへの思いが起

こされました。その頃より、伝道と隣人愛の教えに基づく社会的な働きは、車の両輪の如き関係にあるも

のと考えていましたが、神学舎在学時に開かれたローザンヌ世界伝道会議での誓約第 5 項「伝道と社会的

責任」により、改めて聖書的な両者の関係を学び、励まされてきました。

伝道の当初より釜ヶ崎での働きは、諸教会の祈りに支えられ主の教会を通してなされていく主のわざの

一つであることを確認させられてきました。西成めぐみ教会においては、出会う方々の救いと、生活の必

要と、社会的な回復を目指して、みことばに仕えてきました。そして深刻で複雑な背景を背負っている方々

が、福音によって救われ、就職・家族との和解・行政的支援等により、社会的な回復がなされてきています。

私自身のこれまでの歩みは、欠けと失敗の多いものでしたが、召して志を立てさせ、それを全うさせて

くださる神を見上げて、今日まで支えられてきました。

〈卒業生の働きの現場から〉
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夏期研修講座に参加して
川口  達也（岡山聖約キリスト教会）

卒業後 17 年目を迎えた中での初参加。ぎりぎり卒業させていただいたという感があり、何となく怖く

て近づけなかった神学校でした。

小学生から通っていた母教会への派遣でしたので、当初から想定していた問題を念頭におきながらの奉

仕でした。諸問題も解決し、教会も落ち着いて来た今、逆に牧会のベクトルのようなものを見失った気が

していました。

正直、研修会のテーマに惹かれたというわけではなく、皆さん何をしていらっしゃるのだろうと覗きに

来た感じです。「説教」の学びは、そんな私にとっては参加しやすい無難なテーマでした。

ギリシャ語やヘブル語の並んだレジュメ等の資料は、日頃勉強不足の私にとって大きな助けになりまし

た。やはり自分は、ぎりぎりだったのだと思い出します。講義の中で、一番新鮮で励ましになったのは、

講義をされた先生に対する、他の先生からの鋭い質問、あるいは追求でした。講義の内容も素晴らしかっ

たのですが、聖書のみことばそのものにここまでこだわる場面に出くわす機会は、日常の中では稀です。

唯一近いのは、毎週のメッセージの準備くらいでしょうか。主のみことばに聴き、従い、伝えていく。

これが、自分の牧会の出発点であり、力の源なのだと確認することができました。また参加してみたいです。

日高  直樹（油津キリスト教会）

“あなたがたは、私たちから神の使信を受けたとき、それを人間のことばとしてではなく、事実どおり

に神のことばとして受け入れてくれたからです。”Ⅰテサロニケ 2:13

36 年前に、教会に赴任した時、役員会にお願いしたことは、「聖書神学舎夏期研修講座｣への参加でした。

それ以来、36 年間教会が予算を取ってくださいました。私が講座に出席する目的は①聴講生として学び

の継続ため（私は全科目聴講生です）　②牧会の姿勢を正すため　③現代の教会の動きを知るため（田舎

にいると情報不足になりやすい）　④参加された先生方との交わりのため　⑤講師の先生方に質問したり、

普段疑問に思っていることを聞くため　⑥上京して、元教会員や信仰の友を訪問して旧交を暖めるため等

です。

今回の夏期研修講座は「説教と説教者」というテーマで講師の諸先生方から、説教の原点を教えられ、

説教の姿勢を正されました。特に説教は｢人間のことばとしてではなく、事実どおりに神のことばとして｣

語られるべきこと、それゆえに、説教の準備をするとき、主の前に恐れおののきつつ、御霊の助けをいた

だきつつすべきであることを改めて問われました。説教をする者も聴く者も神のことばとして語り、神の

ことばとして聴かなければなりません。ただ、ただ主のあわれみを求めるしかありません。講座に出席す

る度に、はじめの原点に引き戻され、みことばから離れることのないようにと示されるのです。準備をし

てくださいます神学舎の先生方に心から感謝します。私にとってこの夏期講座は大切な自己研鑽の場です。

感謝です!!

－ 5－



編 集 後 記
この国と今の時の世界のためにさらに熱心に祈らさ
れた夏でした。為政者ばかりでなく、教育現場におけ
る闘い、マスメディアの良識、そして同胞のためにも

祈り続けたいと思います。主にある大勢の皆様ととも
に。（A）

「賛美礼拝」のお知らせ 
11 月 30日（土）14:30

今年も下記のように賛美礼拝をささげます。共に
主をほめたたえ、礼拝する特別な機会で、どなた
でもご参加いただけます。是非お誘い合わせてお
出かけください。

テーマ：わたしこそ神であることを知れ
聖　書：詩篇 46 篇
説　教：鞭木 由行

曲目：
Wachet auf, ruft uns die Stimme 起きよと呼ぶ声がする
Ein' feste Burg ist unser Gott 神はわがやぐら
（J.S. バッハ、プレトリウス、M.ヴルピウス）
全地よ　三重唱（岳藤豪希）
新作賛美　他
演奏：合唱、重唱、オルガン

詳しくは、聖書宣教会のウェブサイト  http://www.bibleseminary.jp/  の 「行事や予定など」-「行事のご案内」をご覧ください。

教会音楽夏期講習会に参加して

「オープンデイ」のお知らせ
11 月 9日（土）

オープンデイは、授業や礼拝にどなたでも出席い
ただける「公開授業」の日です。申込は不要です。
見学などの機会として是非お用いください。皆様
のおいでを心よりお待ちしています。

（上記内容については、当日変更となる場合もあります。） 

仲村  貴江（北谷教会）

奏楽者として、より良い礼拝へと考えを巡らせて行く中で、賛美する事の重み、重要さを感じるように
なりました。より良い賛美を主にお捧げするにはどうしたら良いのかを考え、それを解決するには教会音
楽を学ぶのは良いきっかけになるかもしれない。そう思い、友人の祈りに支えられ、今回初めて講習会に
参加しました。
講義では、様々な時代・角度から、その時代に生きた人々がどの様に礼拝・賛美を捧げ、仕えていたか
を学ぶ良い機会が与えられました。そして分科会では、自分自身の中でみことばを深めて行く事の豊かさ
を学びました。テキストである聖書のことばを何度も読み、よく噛んで消化し、掘り下げ、口先ではなく、
心を尽くした、告白の賛美でなければならない。その為には、日頃のデボーションの在り方も見直す必要
があると反省しました。合唱の時間では、全国各地で、主に仕える方々と共に主を誉めたたえることの出
来る喜び、そして、色々な作曲家の音楽と信仰に触れ、心が震えました。取るに足らない欠けだらけの私
をこの場に導いてくださった神様に、内から感謝が込み上げて来、思わず涙が溢れてしまいました。学び
を終えた宿泊先でも、夜遅くまで奉仕について語り合い、恵み深い時となりました。期間中、全てのプロ
グラムにおいて、忘れる事の出来ない貴重な経験をさせて頂きました。熱心に御指導くださった先生方、
裏で支えてくださった関係者の皆様に心より感謝と御礼を申上げます。

ちゃたん

旧約研究Ⅰ（五書）
（津村俊夫）

旧約通論
（久利英二）

新約研究Ⅱ（使徒の働き）
（久利英二）

旧約研究Ⅳ
（松本任弘）

宣教学Ⅱ
（異教・異端）
（赤坂 泉）

牧会学Ⅲ
（教会組織）
（赤坂 泉）

組織神学Ⅶ（終末論）
（横山昌英）

チャペル

コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム

新約研究Ⅰ（福音書）
（三浦 譲）

組織神学Ⅱ（神論）
（鞭木由行）
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